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フェムテック等サポートサービス実証事業



実証事業の対象、目的
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対象者：余市町（北後志）の妊婦とパートナー
・ 通院負担／コストの軽減
・ 子育てとの両立負担の軽減
・ 家族やパートナーの理解度の向上
・ リスクへの不安の低減

サービス提供者：小樽協会病院
・ 出張負担の軽減
・ 切迫入院中の試験外泊サポート
・ 緊急搬送受入の円滑化
・ 地域連携体制、チーム医療の強化

サービス媒介者：余市町、消防組合
・ 各種手続きをスムーズに
・ 産科施設不足を解消
・ 地域の出産環境の整備
・ 救急救命率の向上、リスク低減

その他：企業や団体
・ 休暇取得、福利厚生の最適化
・ 妊婦が働く環境や職場理解の促進

コロナ
対策



実証のポイント
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日本発のIoT型胎児モニターによる遠隔妊婦健診サポート

自治体と地域医療機関との連携事業

余市町での出張妊婦健診

在宅での胎児モニタリング

消防組合でのトレーニング
「胎児の状態を知る」を
いつでも、どこでも可能にする

メロディ
北海道
余市町

小樽協会
病院



①当初の事業計画
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実施内容
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事業をお知らせする：チラシの作成と「使い方ムービー」作成

自治体と医療機関の調整：問合せ窓口や体制を打合せ

フェムテックデバイスの導入：モバイル胎児モニター導入説明

学会発表：日本遠隔医療学会学術大会にて取り組み発表

アンケート調査：事業実施後のサーベイのための調査概要策定

勉強会の実施：余市消防署での周産期救急講習会実施調整



チラシの作成
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実施内容
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事業をお知らせする：チラシの作成と「使い方ムービー」作成

自治体と医療機関の調整：問合せ窓口や体制を打合せ

フェムテックデバイスの導入：モバイル胎児モニター導入説明

学会発表：日本遠隔医療学会学術大会にて取り組み発表

アンケート調査：事業実施後のサーベイのための調査概要策定

勉強会の実施：余市消防署での周産期救急講習会実施調整



余市町・小樽協会病院と調整
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実施内容
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事業をお知らせする：チラシの作成と「使い方ムービー」作成

自治体と医療機関の調整：問合せ窓口や体制を打合せ

フェムテックデバイスの導入：モバイル胎児モニター導入説明

学会発表：日本遠隔医療学会学術大会にて取り組み発表

アンケート調査：事業実施後のサーベイのための調査概要策定

勉強会の実施：余市消防署での周産期救急講習会実施調整



フェムテックデバイスの導入説明
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実施内容
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事業をお知らせする：チラシの作成と「使い方ムービー」作成

自治体と医療機関の調整：問合せ窓口や体制を打合せ

フェムテックデバイスの導入：モバイル胎児モニター導入説明

学会発表：日本遠隔医療学会学術大会にて取り組み発表

アンケート調査：事業実施後のサーベイのための調査概要策定

勉強会の実施：余市消防署での周産期救急講習会実施調整



日本遠隔医療学会学術大会にて発表
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実施内容
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事業をお知らせする：チラシの作成と「使い方ムービー」作成

自治体と医療機関の調整：問合せ窓口や体制を打合せ

フェムテックデバイスの導入：モバイル胎児モニター導入説明

学会発表：日本遠隔医療学会学術大会にて取り組み発表

アンケート調査：事業実施後のサーベイのための調査概要策定

勉強会の実施：余市消防署での周産期救急講習会実施調整



サーベイ計画
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実施内容
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事業をお知らせする：チラシの作成と「使い方ムービー」作成

自治体と医療機関の調整：問合せ窓口や体制を打合せ

フェムテックデバイスの導入：モバイル胎児モニター導入説明

学会発表：日本遠隔医療学会学術大会にて取り組み発表

アンケート調査：事業実施後のサーベイのための調査概要策定

勉強会の実施：余市消防署での周産期救急講習会実施調整



事業を実施して分かってきたことや課題
 妊婦さんはフェムテックデバイス（iCTG）はすぐに習得出来る

 スマホは慣れているので、使い方説明ビデオなどがあれば容易
 医療機器の自治体窓口での受け渡しは業務上困難

 医療機関の積極的協力が必要となる
 対象妊婦をどこまで拡げることが出来るか／絞り込むか

 不必要な妊婦まで拡げることで、医師によるカバーが困難になる
 2週間毎の「妊婦健診回数を減らせる」という誤解

 やはり、安全な医療を担保する必要がある
 より頻回の健診が必要な妊婦の来院回数を増やさない方法

 地域の消防組合のモチベーションは高い
 とりわけ新生児蘇生に関する資格取得と連携することで、iCTGを使った搬
送中の胎児モニタリングに興味を持ってもらえている

 北後志（しりべし）から小樽への救急搬送ルート
 余市消防署を通らないルートの場合は？
 余市消防署へ一端寄ることが可能かどうか？

 余市→小樽の30分間でも胎児モニターがあった方がより良い場合の絞り込み
 札幌まで搬送する場合小樽で医師がiCTGと一緒に乗り込む方法
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今後の予定
在宅健診対象妊婦のリクルート

 在宅でのオンライン妊婦健診の実証
余市協会病院での出張妊婦健診

 2回に1回を地元で受診できる仕組み
消防署、助産師向けの講習

 座学と分娩ファントム、iCTGを用いた周産期救急講習会
 11月、12月、1月、2月に各月2回ずつ、北後志救急をはじめ小樽
救急、おたるLC助産師を対象に、当院または主要消防署でコースを
開催

 サービスに関するサーベイ
 妊婦さんと、医療従事者へのヒアリングとアンケート
 余市町住民（妊婦と家族）へのアンケート調査（Web調査）

余市モデルを他の地域へパッケージ化する為の検討
報告書作成
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to be continued…
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